
Kutchan Town Council News

こんなこと決まりました P.2

決算審査特別委員会報告 P.4

町政を問う　一般質問 P.6

常任委員会報告 P.20

特別委員会報告 P.22

議長室からこんにちは P.23

町民の広場／編集後記 P.24

スマホなどでも
議会広報紙を
閲覧できます

議会中継は
コチラから
視聴できます

総務常任委員会での町内現地視察風景（令和2年 10月27日）

編集／広報特別委員会　　発行／北海道倶知安町議会　　印刷／NorthDesign 株式会社

議会広報くっちゃん
第１８７号　令和 2 年 12 月発行

スマホなどでも
議会広報紙を
閲覧できます

議会中継は
コチラから
視聴できます

スマホなどでも
議会広報紙を
閲覧できます

議会中継は
コチラから
視聴できます

スマホなどでも
議会広報紙を
閲覧できます

議会中継は
コチラから
視聴できます



町議会では

こんなこと決まりました
ここでは、令和２年８月から１０月までに開催された定例会（第３回）・臨時会（第６回）で審議
された内容について関心が高いと思われるものについて、いくつか報告いたします。

　第３回 定例会 （９月７日から９月１７日）

 一般会計補正予算（第６号）を可決

　主に下記の事業に伴う補正予算（補正予算全体で2億4,940万円）を可決
しました。

・ふるさと寄附金業務委託料・・・・・・・・・２，５５０万円
※本町に対する「ふるさと寄附金」の返礼品等の選定に対する業務委託

・倶知安町役場庁舎用備品購入・・・・・・・・・・５８１万円
※デジタルサイレージおよびAEDの購入のため

・テレワーク用端末等購入・・・・・・・・・・・・２６４万円
※本町職員の在宅勤務用パソコンを７台購入のため

・総合体育館メインアリーナ照明改修工事・・・・・１２８万円

介護従事者の全国を適用
地域とした特定最賃の新
設を求める意見書の提出
を求める陳情書

看護師の全国を適用地域
とした特定最賃の新設を
求める意見書の提出を求
める陳情書

厚生文教常任委員会に付託
されていた上記の陳情書が
採択されました。

７件の意見書を可決

介護従事者の全国を適用地域
とした特定最賃の新設を求め
る意見書

看護師の全国を適用地域とし
た特定最賃の新設を求める意
見書

新型コロナウイルス感染症の
影響に伴う地方財政の急激な
悪化に対し地方税財源の確保
を求める意見書

国土強靭化に資する道路の整
備等に関する意見書

義務教育の機会均等の確保と
教育予算の確保・拡充を求め
る意見書

新型コロナウイルス感染症対
策の強化等を求める意見書

ドクターヘリの安定・持続的
運用への支援強化を求める意
見書

 教育委員会委員の任命・固定資産評価審査委員会委員
 の選任に同意

　町長より教育委員会委員１名、固定資産評価審査委員会委員１名の任
命・選任の提案説明を受け、下記の２名について全て同意されました。

教育委員会委員
    は  せ　   とおる

長谷　一
固定資産評価審査委員会委員

      みしま　    きよし

三島　喜吉
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　第６回 臨時会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1０月１９日）

 一般会計補正予算（第７号）を可決

　町営プールの老朽化に伴い、今後の施設利用を判断すること
を目的に調査するもので、450万円の補正予算を3名の議員よ
り質疑がされた後に可決しました。

・プール建物診断調査業務委託料・・・・・４５０万円
　※ 施設の老朽化に伴い診断調査を行うため

納入備品の内訳
タブレット端末・・・・・・・・1,300台

フィルタリングソフト・・・・・・255個

Google管理コンソール運用支援ソフト
　　　　　　　　　　　　・・・1,300個

学習支援ツール・・・・・・・・1,280台
       ※ 1,300台のうち予備機20台を除いた分

　各議員からは調査業務を経た後、施設の維持管理にどれけ
の費用と日数がかかるのか。
　また、使用禁止期間が生じた場合の代替施設はあるのかな
どの質疑が主にされました。
　町営プールの利用実態から施設の重要性は理解していると
の答弁を踏まえ、今後慎重な判断が求められます。

 財産の取得についてを可決

　本町の小中学校におけるタブレット端末等の購入（教職員
分と予備機を含めて1,300台）について可決をしました。
　タブレット端末は来年2月末までに納入され、各小中学校
へ配布されることとなります。
　なお、今回の端末購入は本町におけるGIGAスクールの取
組みの一環となります。

 総合体育館メインアリーナ照明改修工事請負
 契約の締結についてを可決

　メインアリーナ照明のLED化による工
事請負契約の説明がされましたが、使用
禁止期間が生じることから施設利用者に
対しての代替施設確保がされているのか
など、4名の議員より質疑がされた後に
可決されました。
　なお、工事期間の短縮がされた際には
逐次報告したいとの説明もされました。

※ 詳細は21頁の常任委員会報告を参照
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令和元年度 各会計決算を「認定」
令和元年度の一般会計、５つの特別会計、水道事業会計の決算について、８名の委員で構成される
決算審査特別委員会にて審査を行いました。

　決算審査特別委員会は定例会初日の９月７日に設置され、委員長に門田
委員、副委員長に作井委員を選出し、８日から９日の２日間で開催され、
多岐にわたる質疑・審査が行われました。

本特別委員会に付託され
た以下の７つについて審議
を行いました。

認定第1号
一般会計歳入歳出決算認定
について

認定第2号
国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算認定について

認定第3号
後期高齢者医療事業特別会計
歳入歳出決算認定について

認定第4号
介護保険サービス事業特別
会計歳入歳出決算認定について

認定第5号
公共下水道事業特別会計
歳入歳出決算認定について

認定第6号
地方卸売市場事業特別会計
歳入歳出決算認定について

認定第7号
水道事業会計決算認定について

※上記の「令和元年度虻田郡
　倶知安町」の表記は省略

 決算審査特別委員会の委員構成

決算審査特別委員会報告

説明員がこまめに入れ替わるなど、“３密”対策にも配慮して審議を行いました。

　坂井　美穂 委員　　古谷　眞司 委員　　門田　　淳 委員

　波方　真如 委員　　佐藤　英俊 委員　　笠原　啓仁 委員

　作井　繁樹 委員　　鈴木　保昭 委員　　　　　（計８名）

質疑
　老人福祉・重度障害者福祉ハイヤーの利用率は
約８割、現在検討中のデマンドバスも併せ、縦割
りではなく効率的で利用者がより利用しやすい環
境を。

応答
　福祉ハイヤーとデマンドバス、趣旨や目的を検
証しつつ、見直すべきところは直し実施する。

 各委員からの主な質疑

質疑
　職員の自主研修、「行きたいけれどもなかなか
手を挙げにくい」そんな職員に対して、上司・管
理職が「行ってこい」と是非ひと声を掛けて欲しい。

応答
　上司からの勧めによって行くことが理想的。
　また、職員が自ら手を挙げて行ける環境も併せ
て整備していく。
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 決算認定への賛成・反対討論

＜原田 芳男 議員より決算認定への反対討論＞
　令和元年度決算は、歳入総額は99億9,715万円、歳出総額は96億5,751
万円で当初予算より8億円増となっている。
　主な要因は役場庁舎の建設に係わるもの、G20に関わる予算の増で前年
度予算と比べても全体として16.9％の増額予算。予算の審議に当たって、
住民の暮らしを支えるという一番大事な目線に欠けた予算だと指摘した。
　土曜保育が二つのこども園で実施されないなど、今年度になっても解決
されていない。図書館の建設や福祉ハイヤーの所得制限廃止など、根本的
見直しに手を付けようとしない。
　住民の暮らしと営業を守る立場での町政が実施されることを願い、反対
討論といたします。

　定例会最終日の９月１７日には決算審査特別委員長より付託された全て
の認定議案を「認定」すると委員長報告がされた後、２名の議員より決算
認定への賛成・反対討論が行われました。

＜鈴木 保昭 議員より決算認定への賛成討論＞
　これまでの住宅使用料、給食費、税金等ほとんど100％に近いぐらい収
納したことについては多く認めるべき。良い伝統で後輩に繋ぐべき。
　令和2年の決算審査特別委員会で随分工事の指摘がされているが、工事
を指摘するもしないも、知識をもった監督員がいないということになると、
人員不足というのは問題だと思う。
　特に税収といった意味では一生懸命やっていて、町長も約1年間本当に
身を粉にして気遣いをしていただいた。ただ、もう少し判断を強くするこ
とだけお願いできれば大変立派な町長としてステップアップできると想い
も込め、賛成討論といたします。

質疑
　町税の収納率が過去と比較し大変高い。油断す
ることなく、引き続き努めていただきたい。

応答
　愚直にコツコツと「収められるものは収めても
らう」という姿勢で、今後も収納率向上に取り組
んでいく。

質疑
　限られた財源及び人材で成果を上げるためには、
自主財源の確保や国・道の補助制度等を十分活用
した歳入の確保と最少の経費で事業等を展開する
ためには職員一人ひとりの強いコスト意識と創意
工夫により事務事業の見直しを行うなど、効率的・
効果的な事務の執行に努められたい。

応答
　歳入としては収納率向上、これまでの税務課と
しての伝統的な姿勢、基本の積み重ねが今日、十
分表現された結果。
　歳出としては効率的に、しなやかさと柔軟さを
もって対応する。職員個々の能力向上、人材育成
に力を入れる。

質疑
　水道に関する有収率、全国平均90.3％、全道平
均87.8％、本町は75.6％と漏水が多い。
　老朽配管の更新、計画的にしっかりと対応を。

応答
　現在作成中の水道ビジョン、今後10年計画で有
収率・有効率を向上させる目標となる。
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鈴木　保昭　議員・・・７ページ
　① 新幹線トンネル工事が終わったら
　② 街中ホテル
　③ 防災教育・防災意識
　④ 令和元年決算
　⑤ その後の厚生病院

坂井　美穂　議員・・・８ページ
　①「障がい特性の理解を促進する運動」について
　② ウィズコロナ時代に対応した「防災力」について
　③「倶知安町らしい認知症施策」について

冨田　竜海　議員・・・９ページ
　① 町内の路上駐車対策と駐車場整備計画について
　② 公共施設の運営・整備スキームについて
　③ 今後の観光客誘致における見解について

波方　真如　議員・・・１０ページ
　① 町の観光資源・観光施設の在り方について

森　　禎樹　議員・・・１１ページ
　① 一般廃棄物処理の課題と今後の展望について

作井　繁樹　議員・・・１２ページ
　① 財源確保・新たな財源措置

木村　聖子　議員・・・１３ページ
　① 子ども・高齢者・障がい者すべての人のための福祉施策
　　「地域共生社会の実現に向けた地域づくり」

古谷　眞司　議員・・・１４ページ
　① 冬場に備える　新型コロナ感染症対策
　② 遊休施設及び空き地を整備管理し豊かな生活環境へ

門田　　淳　議員・・・１５ページ
　① いのちを守る、新型コロナウイルス感染症対策について
　② ふるさと納税について

田中　義人　議員・・・１６ページ
　① 核のごみ問題　倶知安町の考えは
　② 開発目的で所有している山林へ宅地並み課税の検討を
　③ 公共施設管理について

佐藤　英俊　議員・・・１７ページ
　① 本町の住居表示について
　② スクールゾーン（通学路）の標識について

笠原　啓仁　議員・・・１８ページ
　① 『住民投票制度（条例）』研究・検討の価値はありますか
　② 『公契約条例』制定で地域経済の好循環を
　③ 『土曜保育の次善策』今どのような状況ですか
　④ 『町営プールの運営』方針決定を早急に

原田　芳男　議員・・・１９ページ
　① 新型コロナウイルス感染症のさらなる拡大に備えるために
　② 農業振興と農政「基本計画」について
　③ 少人数学級の推進についての考え
　④ 寿都の「核のごみ処分場の文献調査問題」について

会議録を閲覧するには、こちらから検索が
可能です。

一般質問１日目（９月１４日）

一般質問２日目（９月１５日）

一般質問３日目（９月１６日）

一般
質問
町 政 を 問 う

 13 人の議員が
       32 問の一般質問を行いました
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緊
急
的
な
対
応
が
必
要
な
場
合
を
除
き
、
新
幹

線
工
事
が
終
わ
っ
た
後
に
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
と

道
路
状
況
の
確
認
や
機
能
回
復
に
つ
い
て
協
議
を

行
う
こ
と
と
な
って
い
る
。
現
在
、
補
修
工
事
を
行
って

い
た
だ
い
て
い
る
町
道
西
６
号
に
つい
て
は
、
ダ
ン
プ
の

町長
はっきりと主張するものは主張し町長の外交的手腕を

万全な体制で工事を進めて頂くよう働きかける

　

最
近
、
寿
都
の
お
話
が
出
て
い
ま
す
が
、
私

は
寿
都
町
長
が
大
好
き
で
、
や
は
り
ひ
っ
迫
す

る
町
財
政
そ
の
他
を
考
え
て
い
く
と
、
あ
の
よ

う
な
選
択
と
い
う
の
は
あ
り
得
る
の
か
な
と
い

う
こ
と
で
、
今
後
、
近
く
の
町
の
出
来
事
と
し

て
静
か
に
見
守
っ
て
あ
げ
た
い
な
と
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
。

街
中
ホ
テ
ル

　
　
　

冬
の
都
通
り
に
車
が
一
方
に
駐
ま
る
と
容
易

　
　
　

に
す
れ
違
え
な
い
の
で
、
急
患
が
あ
っ
て

救
急
車
が
き
て
も
大
変
。
身
障
者
の
乗
り
降
り

等
、
一
番
困
る
の
は
雪
処
理
。
そ
こ
に
ホ
テ
ル

を
建
設
し
て
雪
の
問
題
は
ど
う
な
る
の
か
。
確

認
申
請
・
消
防
法
・
旅
館
業
法
で
は
適
合
と
の

こ
と
だ
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
指
導
を
お
願
い

す
る
こ
と
で
良
い
町
が
出
来
る
の
で
は
。

走
行
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
道
路
の
陥
没
、
あ

る
い
は
路
肩
の
崩
壊
な
ど
が
著
し
く
生
じ
て
い
る
た

め
、
新
幹
線
工
事
期
間
中
で
は
あ
る
が
補
修
工
事

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
工
事
で
は
、
町

と
し
て
は
道
路
の
局
部
的
な
損
傷
部
分
だ
け
で
な

く
全
面
的
な
補
修
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
交
渉

を
重
ね
、
９
月
８
日
の
協
議
に
お
い
て
、
特
に
傷
み

の
激
し
い
区
間
に
つ
い
て
は
全
面
舗
装
工
事
を
行
っ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

北
９
線
２
号
橋
は
既
に
54
年
が
経
過
し
老
朽
化

が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
12
月
以
降
の
冬

期
間
は
全
て
の
車
両
を
通
行
止
め
と
し
、
夏
季
は

大
型
車
両
の
迂
回
を
求
め
て
い
る
。

　

本
年
７
月
に
実
施
さ
れ
た
水
分
調
査
に
お
い
て
、

羊
蹄
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
よ
る
地
下
水
脈
に
及
ぼ
す

影
響
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
情
報
提
供
を
受
け

た
。
我
が
町
の
恵
ま
れ
た
水
資
源
、
今
後
も
十
分

な
調
査
・
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
、
万
全
な
体
制

で
工
事
を
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

防
災
教
育

・
防
災
意
識

　
　
　

新
聞
に
防
災
機
材
の
未
整
備
が
掲
載
さ
れ
、

　
　
　

本
町
も
未
整
備
と
あ
っ
た
。
新
庁
舎
に

な
っ
て
か
ら
機
材
整
備
を
す
れ
ば
良
い
と
い
う

考
え
だ
と
防
災
意
識
の
欠
落
で
あ
る
。

に
は
町
と
所
有
者
と
の
誓
約
書
を
結
ん
で
い
る
。

　

冬
期
間
の
違
法
な
駐
停
車
対
策
は
解
決
に
は

至
って
い
な
い
の
が
現
状
。

　

ホ
テ
ル
の
夜
間
無
人
フ
ロ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
近
隣

の
ク
レ
ー
ム
処
理
、
雪
の
処
理
は
当
面
の
間
は
有
人

で
対
応
と
聞
い
て
い
る
。
ト
ラ
ブ
ル
の
際
は
責
任
を

も
って
対
応
す
る
よ
う
町
と
し
て
指
導
し
て
い
る
。

そ
の
後
の
厚
生
病
院

　
　
　

赤
字
診
療
分
の
補
助
金
２
億
円
、
改
築
整
備

　
　
　

補
助
金
28
億
２
０
０
０
万
円
の
町
村
関

係
負
担
割
合
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
町
長

の
決
断
が
遅
過
ぎ
る
。
年
次
計
画
の
明
示
を
。

町
長

　

赤
字
診
療
分
の
補
助
金
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
毎

年
協
議
会
を
開
催
し
確
認
・
合
意
の
下
で
決
定
し

て
い
る
。

　

概
算
改
築
整
備
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
最
終
的

に
負
担
す
る
構
成
団
体
を
決
定
し
た
上
で
具
体
的

な
負
担
割
合
の
協
議
に
入
る
形
と
な
る
。

鈴木　保昭　議員

町
長

町
長

問

問

問問

答

答

答

新
幹
線
工
事
が
終
わ
っ
た
ら

　
　
　

ダ
ン
プ
カ
ー
の
マ
ナ
ー
等
は
町
民
の
皆
さ
ん

　
　
　

が
申
し
出
を
す
る
と
掘
削
業
者
の
方
も

理
解
し
非
常
に
良
い
マ
ナ
ー
に
な
っ
た
。

　

二
ツ
森
ト
ン
ネ
ル
は
令
和
４
年
に
、
羊
蹄
ト

ン
ネ
ル
は
令
和
６
年
に
完
成
す
る
。
こ
こ
で
問

題
に
な
る
の
は
道
路
を
ど
の
よ
う
に
修
理
し
て

い
た
だ
く
か
と
い
う
こ
と
。
ト
ン
ネ
ル
工
事
に

伴
い
本
町
と
当
時
結
ん
だ
協
定
書
は
少
な
く
と

も
あ
る
。
今
後
、
工
事
が
終
わ
る
と
傷
ん
だ
道

路
や
橋
は
全
て
綺
麗
に
修
理
し
て
く
れ
る
と
町

民
は
思
っ
て
い
る
。

　

新
幹
線
の
た
め
だ
か
ら
我
慢
し
て
農
道
を

使
っ
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
背
か
な

い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
併
せ
て
、

羊
蹄
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
が
地
下
水
脈
に
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
も
調
査
が
必
要
と
考
え
る
。

　

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
敷
地
内
に
確
保
で
き
な
い

場
合
は
建
築
物
か
ら
半
径
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
に

確
保
す
る
よ
う
指
導
し
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
際

町
長

答
　

備
蓄
目
標
に
達
せ
ら
れ
る
よ
う
に
今
後
と
も
計

画
的
に
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
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①
鳥
取
県
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
「
あ
い
サ
ポ
ー

　

ト
運
動
」
を
登
別
市
と
苫
小
牧
市
が
実
施
し
て

　

い
る
。
サ
ポ
ー
ト
研
修
を
受
講
さ
れ
た
方
々
を

　

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
認
定
し
、
障
害
の
あ
る
方
が

　

困
って
い
る
と
き
に
手
助
け
を
行
う
こ
と
で
、
誰
も

　

が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を
作
って
い
く
運
動
。

　
　

北
海
道
で
は
北
海
道
障
が
い
者
条
例
に
基
づ
き
、

　

各
振
興
局
に
「
障
が
い
者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域

　

づ
く
り
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
日
常
生
活
で
の

　

暮
ら
し
辛
さ
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

②
道
内
の
二
つ
の
市
の
取
り
組
み
の
よ
う
に
、一歩
一歩

　

の
積
み
重
ね
が
、障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

　

お
互
い
に
そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
共

　

に
生
き
る
温
か
い
社
会
の
実
現
へ
と
つ
な
が
る
も
の

　

と
認
識
し
て
い
る
。

③
現
在
実
施
し
て
い
る
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及
活
動
や

　

障
が
い
者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
委
員
会
の

　

活
用
周
知
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
住
民
に
対

　

す
る
障
が
い
者
の
理
解
を
高
め
る
た
め
の
具
体
的
な

　

取
り
組
み
に
つい
て
検
討
し
て
い
く
。

④
心
の
ユニバ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
導
入
も
図
り
な
が

障がい特性の理解を促進する運動は
心のユニバーサルデザインの導入を図る

①
近
年
、
地
方
自
治
体
が
保
険
契
約
を
行
い
、
賠
償

　

金
を
保
証
す
る
制
度
が
広
が
り
つつ
あ
る
。
国
や

　

道
の
状
況
を
見
な
が
ら
調
査
研
究
す
る
。

②
道
や
他
の
自
治
体
の
状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

　

先
進
地
等
の
情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

友
人
の
家
への
避
難
の
検
討
、
さ
ら
に
は
自
宅
療
養

　

の
感
染
患
者
に
つい
て
は
医
療
機
関
や
ホ
テ
ル
等

　

で
の
療
養
な
ど
、
避
難
所
開
設
に
お
け
る
過
密

　

防
止
に
つい
て
盛
り
込
む
べ
く
原
案
を
作
成
。

②
備
蓄
品
の
選
定
に
つい
て
は
、
女
性
委
員
や
役
場

　

女
性
職
員
の
意
見
も
補
完
的
に
伺
い
選
定
を
行
って

　
い
る
。

③
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
って
も
説
明
会
を
工
夫
し
な
が
ら

　

開
催
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　

ら
、
誰
も
が
来
や
す
く
、
ス
ト
レ
ス
な
く
用
事
を

　

済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

　
　
　

防
災
備
蓄
に
関
し
て
被
災
地
で
衛
生
的
な

　
　
　

水
や
加
熱
器
が
な
く
て
も
赤
ち
ゃ
ん
の

栄
養
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
視
点
か
ら
、
全
国

自
治
体
で
液
体
ミ
ル
ク
が
物
資
備
蓄
と
し
て
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
町
の
検
討
。

町長

町
長

⑤
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
理
念
が
子
ど
も
た
ち一人
ひ

　

と
り
の
心
に
刻
み
込
ま
れ
、
行
動
と
な
って
現
れ

　

て
い
く
よ
う
指
導
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

町
長

坂井　美穂　議員

問答

問

答

　
　
　

障
害
者
差
別
解
消
法
が
平
成
28
年
４
月
１
日

　
　
　

よ
り
施
行
さ
れ
て
い
る
。
本
町
で
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

①
障
が
い
特
性
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
、
道
内
で
は

　

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
か
。

②
他
の
自
治
体
で
の
取
り
組
み
に
対
す
る
認
識
。

③
今
後
の
本
町
と
し
て
の
取
り
組
み
。

④
新
庁
舎
で
の
取
り
組
み
。

⑤
文
部
科
学
省
は
２
０
２
０
年
度
以
降
、
心
の
バ
リ

　

ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
教
育
を
充
実
さ
せ
る
方
針

　

と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
で
の
取
り
組
み
。

教
育
長

答

　

粉
ミ
ル
ク
用
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
備
蓄
し
て
い

る
。
液
体
ミ
ル
ク
に
つい
て
も
検
討
し
て
い
く
。

問
　
　
　

小
さ
な
文
字
が
読
み
に
く
い
高
齢
者
や
、

　
　
　

視
覚
障
が
い
者
の
人
が
安
心
し
て
窓
口

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
代
読
・
代
筆
の
支
援
や
、

そ
れ
ら
を
示
す
案
内
表
示
板
な
ど
の
検
討
は
さ

れ
て
い
る
か
。

町
長

答
　

代
読
・
代
筆
の
表
示
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
防
災
力

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
避
難
所
運
営
な
ど
も

　
　
　

新
た
な
対
応
を
求
め
ら
れ
る
。

①
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
で
の
、
コ
ロ
ナ

　

禍
で
の
対
応
。

②
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　

避
難
所
の
運
営
体
制
。

③
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
丁
寧
な
説
明
も
必
要
で
は
。

問
①
国
や
道
が
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
可
能
な

　

限
り
多
く
の
避
難
所
を
設
置
。
ま
た
、
親
戚
や

町
長

答倶
知
安
ら
し
い
認
知
症
施
策
に
つ
い
て

町
長

答
　
　
　

①
認
知
症
の
家
族
が
起
こ
し
た
事
故
に
対

　
　
　

す
る
損
害
賠
償
保
険
料
の
負
担
の
検
討
。

②
倶
知
安
ら
し
い
認
知
症
施
策
推
進
に
実
効
性

を
持
た
せ
る
た
め
の
条
例
制
定
の
見
解
は
。

問
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町長
町内の駐車場未整備問題、町政の責任逃れでは

必ずしも町が整備すべきという認識はない

冨田　竜海　議員

　
　
　

昨
年
12
月
の
定
例
会
に
て
扱
っ
た
駐
車
場

　
　
　

問
題
に
関
し
て
再
度
質
問
す
る
。

　

駅
前
通
り
、
飲
食
店
街
を
中
心
と
し
て
未
だ

に
公
共
的
な
駐
車
場
は
な
く
、
利
用
客
・
事
業

者
の
路
上
駐
車
が
通
年
見
ら
れ
て
い
る
が
、
現

地
調
査
は
行
っ
て
い
る
の
か
。
現
状
の
認
識
と

対
策
は
。

　

前
回
の
定
例
会
で
の
町
長
答
弁
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
問
題
は
事
業
者
と
車
の
所
有
者
の
責

任
に
お
い
て
解
決
す
べ
き
と
の
答
弁
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
ま
ま
冬
季
を
迎
え
れ
ば
、
今
年
も
多

く
の
路
上
駐
車
問
題
、
民
間
ア
パ
ー
ト
や
私
有

地
へ
の
無
断
駐
車
、
除
雪
障
害
に
よ
る
交
通
事

故
や
残
雪
問
題
が
多
く
発
生
と
予
想
さ
れ
る
が
、

警
察
の
指
導
に
任
せ
き
り
で
十
分
な
の
か
。

　

民
間
駐
車
場
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
整
備
補

助
や
駐
車
料
金
の
提
携
補
助
等
を
行
わ
な
い
限
り
、

民
間
に
よ
る
十
分
な
駐
車
場
整
備
は
物
理
的
に

無
理
と
考
え
る
が
、
他
に
解
決
策
が
あ
る
の
か
。

問

問

町
長

答
　

路
上
駐
車
の
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
、
現
状
行
っ

て
い
な
い
が
、
流
入
人
口
の
増
加
等
に
よ
っ
て
近
年

は
通
年
で
飲
食
店
街
に
お
け
る
諸
問
題
は
多
発
し

て
お
り
、
指
摘
の
違
法
な
路
上
駐
車
も
そ
の一つ
で

あ
る
。
現
状
は
警
察
当
局
の
取
り
締
ま
り
、
啓
発

活
動
に
頼
っ
て
お
り
、
い
た
ち
ご
っ
こ
の
状
態
が
続

き
解
決
に
は
至
って
い
な
い
。

　

地
元
繁
華
街
の
町
内
会
や
飲
食
店
の
皆
様
と
協

議
の
上
、
治
安
維
持
を
図
る
た
め
、
厳
守
事
項
を

定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
何
ら
か
の
打
開
策
を

検
討
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
路
上
駐
車
の
禁
止
を

謳
う
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　

外
国
人
に
対
し
て
も
警
察
署
に
協
力
を
仰
ぎ
、

飲
酒
運
転
の
禁
止
や
市
街
地
に
お
け
る
違
法
駐
車

の
禁
止
な
ど
、
日
本
の
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
説
明

を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

民
間
駐
車
場
等
の
整
備
に
関
し
て
は
、
前
回
の

定
例
会
に
お
い
て
地
域
や
関
係
団
体
か
ら
の
相
談

が
あ
れ
ば
、
行
政
と
し
て
何
ら
か
の
対
応
策
に
つ
い

て
検
討
す
る
と
答
弁
し
た
が
、
そ
の
後
も
そ
う
し

た
相
談
は
な
い
。

　
　
　

駐
車
場
法
第
二
条
の
２
「
国
及
び
地
方
公

　
　
　

共
団
体
は
、
自
動
車
の
駐
車
の
た
め
の

施
設
の
需
要
に
応
じ
、
自
動
車
の
駐
車
の
た
め

の
施
設
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
整
備
の
推
進

が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
が
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
整
備
の
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
る
と
言
え
る
の
か
。

　

都
市
計
画
法
第
三
条
「
国
及
び
地
方
公
共
団

体
は
、
都
市
の
整
備
、
開
発
そ
の
他
都
市
計
画

の
適
切
な
遂
行
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
都
市
計
画
の
適
切
な

遂
行
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
倶
知
安
町
が
、

路
上
駐
車
の
現
状
は
認
識
し
つ
つ
も
対
応
は
警

察
の
指
導
に
任
せ
き
り
。
さ
ら
に
は
団
体
か
ら

の
相
談
が
あ
れ
ば
何
か
し
ら
の
検
討
を
す
る
。

こ
の
よ
う
な
答
弁
を
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
駐
車
場
法
、
都
市
計
画
法
、
ど
ち

ら
の
観
点
か
ら
し
て
も
責
任
逃
れ
と
し
か
考
え

ら
れ
な
い
が
見
解
は
。

町
長

答
　

ご
指
摘
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
全
て
そ
の
通
り
か
も

し
れ
な
い
が
、
指
摘
の
内
容
に
つ
い
て
調
査
・
確
認

を
し
な
が
ら
改
善
し
て
い
け
る
よ
う
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

駐
車
場
の
問
題
に
つ
い
て
法
律
的
指
摘
が
あ
っ

た
。
地
方
公
共
団
体
の
責
務
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
勉
強
不
足
の
点
も
あ
り
適
当
か
ど
う
か

は
分
か
ら
な
い
が
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
整
備
の

推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
文
字
の
と
お
り
受
け
止
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
必
ず
し
も
町
が
整
備
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
住
民
や
事
業
者
も
含
め
て
努
め
て
い

く
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

町内の路上駐車問題、一体いつまで放置するのか
9



町
長

　

観
光
は
、
観
光
者
の
欲
求
や
満
足
と
深
く
関
係

が
あ
り
、
資
源
と
し
て
ど
れ
だ
け
楽
し
み
、
ま
た

こ
の
場
所
に
来
た
い
な
と
い
う
気
持
ち
を
提
供
で
き

る
か
が
大
変
重
要
だ
と
思
って
い
る
。

　

ま
た
、
冬
と
夏
の
入
り
込
み
の
差
、
こ
れ
は
か
ね

て
か
ら
の
課
題
で
あ
り
、
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ

し
は
継
続
し
て
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
。

　
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
に
多
く
建
て
ら
れ
て
い
る
デ
ザ
イ
ン

性
の
高
い
外
観
や
内
装
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
や
優
れ
た

空
間
の
カ
フ
ェ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の

建
物
内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
ア
ー
ト
作
品
や
各
施

設
か
ら
の
羊
蹄
山
の
見
せ
方
が
、
実
は
観
光
資
源

の一つ
に
な
る
の
で
は
と
い
う
こ
と
で
、
ニ
セ
コ
の
芸
術

的
な
作
品
や
建
物
を
巡
る
旅
、
ア
ー
ト
＆
ア
ー
キ
テ

ク
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
の
掘
り
起

こ
し
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ア
ー
ト
関
係
で
は
ニ
セ
コエ

リ
ア
の
今
後
大
変
有
望
な
観
光
資
源
に
な
り
得
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

町の観光資源・観光施設の在り方は
アート関係ではニセコエリアの有望な観光資源になり得る

　
　
　

変
化
す
る
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　
　
　

資
源
は
何
か
。
観
光
資
源
と
は
、
観
光

者
に
と
っ
て
自
己
の
欲
求
や
満
足
を
充
足
す
る

と
い
う
価
値
が
あ
り
、
観
光
産
業
に
と
っ
て
は

経
済
的
な
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
重
要

な
要
素
と
し
て
、
見
る
・
体
験
す
る
・
食
べ
る

な
ど
が
あ
る
。

　

町
内
に
は
、
ま
だ
十
分
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

方
法
次
第
で
は
観
光
資
源
に
な
り
得
る
も
の
が

あ
る
と
思
う
が
、
今
後
探
し
出
し
て
い
く
考
え

が
あ
る
か
町
長
に
問
う
。

　
　
　

旭
ケ
丘
キ
ャ
ン
プ
場
は
学
び
の
場
で
も

　
　
　

あ
る
と
考
え
る
が
、
利
用
に
つ
い
て
感

染
拡
大
防
止
対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い

る
か
。
ま
た
、
ト
イ
レ
や
炊
事
場
、
ご
み
の
問

題
を
今
後
改
善
す
る
考
え
が
あ
る
か
を
問
う
。

８
月
末
現
在
で
届
け
出
数
が
１
３
６
件
、
利
用
者
数

が
２
８
２
名
と
い
う
実
績
数
字
に
な
って
い
る
。

　

感
染
防
止
対
策
と
し
て
は
、
日
本
語
と
英
語
標

記
に
よ
る
三
密
対
策
の
啓
発
看
板
を
キ
ャ
ン
プ
場
内

に
も
設
置
し
対
応
し
て
い
る
が
、
管
理
人
を
置
い
て

い
る
施
設
で
は
な
い
の
で
、
利
用
者
の
方
々
に
は
野

外
で
あ
っ
て
も
各
自
で
の
予
防
・
防
止
対
策
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
ト
イ
レ
等
の
設
備
に
つ
い
て
は
当
該
地
区

で
は
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
和

式
の
汲
み
取
り
式
と
な
っ
て
い
る
。
不
法
投
棄
が
ト

イ
レ
内
で
発
生
し
、
ト
イ
レ
の
使
用
が
出
来
な
く

な
って
い
る
状
況
で
、
そ
れ
以
外
の
施
設
設
備
に
つい

て
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
も
あ
る
の
で
、
他

の
公
園
施
設
も
含
め
て
計
画
的
に
更
新
に
向
け
て

の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

波方　真如　議員

町
長

問

問

答

答

教育長

答

　

令
和
元
年
度
で
届
け
出
数
が
４
４
０
件
、
利
用

者
数
が
１
０
３
１
名
。
本
年
度
は
５
月
下
旬
か
ら

旭
ケ
丘
キ
ャ
ン
プ
場
の
今
後
に
つ
い
て

町長
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①
ア
プ
リ
を
独
自
開
発
す
る
方
法
も
あ
る
が
、
既
存

　
の
ア
プ
リ
も
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
他
の

　

地
域
の
活
用
事
例
を
参
考
に
し
つつ
、
費
用
面
も

　

考
慮
し
た
上
で
、
可
能
で
あ
れ
ば
新
年
度
か
ら
の

　

導
入
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
本
町
の
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
歩
み
は
30
年
以
上
前

　

に
及
び
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
多
大
な
ご
協
力
に
よ

　

り
ご
み
の
資
源
化
、
減
量
化
の
意
識
醸
成
、
定
着

　

が
図
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
倶
知
安
町
の
誇
り
う
る

　

も
の
の一つ
と
考
え
る
。

　
　
一方
、
高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
に
伴
い
、
細
分

　

化
し
た
分
別
に
負
担
感
を
お
持
ち
の
声
が
あ
る
の

　

も
承
知
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
分
別
の
負
担
感
を

　

混
合
ご
み
の
新
設
よ
って
和
ら
げ
て
い
く
こ
と
は一つ

　

の
手
法
だ
と
思
う
が
、
そ
れ
に
は
処
理
体
制
に

　

根
本
的
に
影
響
を
与
え
る
問
題
な
の
で
、
今
後

　

慎
重
に
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

③
現
在
、
廃
棄
物
に
関
す
る
も
の
と
し
て
「
倶
知
安

　

町
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」
と
い
う
諮
問

　

機
関
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
分
別
ル
ー
ル
に

　

違
反
す
る
行
為
が
多
数
発
生
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
戸
惑
う
住
民
、
負
担
感
を
感
じ
て
い
る

　

住
民
が
減
る
状
況
に
な
い
こ
と
か
ら
、
ご
み
の
分
け

町長
ごみ問題に関して役場のやる気が感じられない

反省し、今後職員一同頑張っていきたい

　
　
　

ご
み
の
出
し
方
を
軽
減
す
る
手
法
の
検
討

　
　
　

に
つ
い
て

①
ご
み
分
別
ア
プ
リ
な
ど
の
開
発
は
可
能
か
。

②
町
指
定
の
ご
み
袋
に
高
額
の
混
合
ご
み
の
袋
を

　

新
設
し
、
そ
れ
を
業
者
に
よ
っ
て
分
別
す
る
こ

　

と
は
可
能
か
。

③
町
民
を
交
え
た
ご
み
の
分
別
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

　

関
す
る
検
討
会
は
で
き
な
い
の
か
。

　

方
、
出
し
方
と
いっ
た
基
本
を
学
ぶ
講
習
会
、
ま
た

　

は
懇
談
会
、
意
見
交
換
を
で
き
る
よ
う
な
場
を

　

設
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
検
討
を

　

進
め
て
い
く
。

森　禎樹　議員

町
長

問答

問
　
　
　

大
型
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て

　
　
　

①
札
幌
市
の
例
な
ど
、
事
前
の
予
約
と

ご
み
に
指
定
の
シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と
に
よ
る
回

収
は
可
能
か
。

②
料
金
の
設
定
や
手
続
き
の
業
務
な
ど
に
関
す
る

　

こ
と
を
町
が
行
う
こ
と
は
検
討
で
き
な
い
の
か
。

　

現
行
の
体
制
を
当
面
維
持
す
る
考
え
に
変
わ
り

は
な
い
が
、
収
集
運
搬
の
許
可
業
者
の
状
況
、
粗
大

ご
み
排
出
の
労
力
負
担
も
あ
る
の
で
、
町
内
会
を

は
じ
め
と
し
た
近
隣
住
民
に
よ
る
ご
み
出
し
支
援

や
排
出
者
と
許
可
業
者
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
行

政
の
役
割
を
通
し
た
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
が
で

き
な
い
か
現
在
、
模
索
し
て
い
る
。
今
し
ば
ら
く
お

待
ち
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

答

ごみの出し方に対する負担軽減が強く求められる
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町
長

　

集
合
住
宅
や
外
国
籍
住
人
も
増
加
、
調
査
対

象
者
の
把
握
が
困
難
。

町長
新たな枠組みによる新たな切り口で、新たな財源措置を

効果的な活用ができるよう取り進める

　
　

 
 

国
勢
調
査
、
５
年
前
と
比
較
し
、
今
調
査

　
　
　

に
お
け
る
新
た
な
課
題
は
。

　

過
疎
地
域
指
定
が
従
前
に
比
べ
厳
し
く
な
る
と

思
わ
れ
る
。

　

申
出
は
可
能
、
意
見
の
申
出
を
取
り
進
め
る
。

　

今
年
度
、
道
内
の
被
過
疎
団
体
13
の
町
村
が
連

携
を
図
り
成
果
を
生
ん
だ
。
今
後
も
ご
縁
を
大
切

に
し
た
い
。

　

調
査
対
象
者
の
確
認
と
調
査
へ
の
協
力
を
依
頼

し
て
い
る
。

　

宿
泊
施
設
事
業
者
、
観
光
事
業
者
な
ど
へ
の
協

力
依
頼
や
従
業
員
寮
の
所
在
把
握
を
行
って
い
る
。

　

国
調
は
１
万
５
０
１
８
人
、
住
基
台
帳
が

１
万
６
８
８
６
人
。

　

新
聞
報
道
で
は
人
口
10
万
人
以
上
の
中
規
模
都

市
を
対
象
か
ら
外
す
案
も
。

　

案
件
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
枠
組
み
の
中
で
、
効

果
的
な
活
用
が
で
き
る
よ
う
取
り
進
め
る
。

作井　繁樹　議員

町
長

問

町
長

町
長

答問

町
長

答問答

町
長

答

問
　
一人
約
10
万
２
０
０
０
円
。

町
長

答

問答問

町
長

答問

町
長

答問

答

町
長

答

　
　

 
 

新
幹
線
工
事
関
係
者
な
ど
も
対
象
と
捉
え

　
　
　

て
間
違
い
な
い
か
。

　
　

 
 

掘
り
起
こ
し
の
た
め
の
本
町
独
自
の
施
策

　
　
　

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

 
 

地
方
交
付
税
制
度
、
人
口
一
人
当
た
り
の

　
　
　

交
付
税
、
本
年
度
の
実
績
は
。

問
　
　

 
 

本
町
の
５
年
前
の
国
調
人
口
と
、
本
年
１

　
　
　

月
１
日
付
の
住
基
台
帳
人
口
は
。

　
　

 
 

地
方
交
付
税
制
度
の
基
準
財
政
需
要
額
に

　
　
　

お
け
る
測
定
単
位
を
、
国
調
人
口
か
ら
毎

年
の
１
月
１
日
付
の
住
基
台
帳
人
口
に
変
更
す
べ

く
国
へ
働
き
か
け
る
べ
き
。

　
　

 
 

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
、
見
直

　
　
　

し
議
論
の
内
容
は
。

　
　

 
 

予
想
さ
れ
る
後
志
管
内
及
び
羊
蹄
山
麓
自

　
　
　

治
体
へ
の
影
響
は
。

　
　

 
 

他
町
村
と
の
連
携
、
本
町
と
同
様
な
流
動

　
　
　

人
口
過
多
の
自
治
体
と
の
連
携
が
必
要
で
は
。

　
　

 
 

新
た
な
連
携
の
枠
組
み
に
よ
る
新
た
な
切

　
　
　

り
口
で
、
新
た
な
財
源
措
置
を
国
へ
求
め

る
べ
き
。

問

町
長

答
　

観
光
に
関
連
し
て
似
た
状
況
や
参
考
と
す
べ
き

状
況
が
考
え
ら
れ
る
自
治
体
と
は
、
連
携
を
更
に

深
め
る
。

問
　
　

 
 

本
町
と
同
様
な
外
国
籍
住
人
比
率
が
高
い

　
　
　

自
治
体
と
の
連
携
が
必
要
で
は
。

町
長

答
　

さ
ま
ざ
ま
な
自
治
体
と
の
連
携
、
検
討
協
議
を

進
め
る
。

問
　
　

 
 

過
疎
指
定
さ
れ
な
い
被
過
疎
自
治
体
と
の

　
　
　

連
携
が
必
要
で
は
。
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①
高
齢
者
、
障
が
い
者
部
門
を一つ
の
課
に
お
い
て
包
括

　

的
な
総
合
窓
口
と
し
て
の一定
の
機
能
を
有
し
て

　
い
る
。

社会福祉法改正により包括的な支援体制はどのように進むか
気軽に相談できる窓口体制づくりを積極的に取り組む

⑤
昨
年
度
に
多
数
の
事
業
者
か
ら
地
域
生
活
支
援

　

拠
点
等
の
整
備
に
つい
て
提
案
が
あ
っ
た
が
、
資
金

　

準
備
等
々
に
よ
り
現
在
見
直
し
が
必
要
と
な
って

　
い
る
。

　
　

町
と
し
て
は
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備

　

は
重
要
な
の
で
、事
業
者
と
協
議
を
図
り
な
が
ら
、

　

こ
れ
か
ら
も
取
り
進
め
て
い
く
。

⑥
実
際
に
合
わ
せ
た
形
で
の
展
開
を
す
る
に
は
ど
う

　

し
た
ら
い
い
か
、
何
が
必
要
か
、
何
を
優
先
す
べ

　

き
か
、
町
民
に
と
って
何
が
大
切
か
を
常
に
考
え

　

検
討
を
し
て
い
く
。

　
　
　

④
こ
れ
ら
の
団
体
が
行
う
福
祉
事
業
に
つ

　
　
　

い
て
、
町
有
地
等
を
利
活
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
事
業
展
開
を
積
極
的
に
で
き
な
い
か
。

③
こ
れ
ら
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
社
会
福
祉
協
議

　

会
な
ど
の
関
係
機
関
と
さ
ら
に
連
携
を
図
り
、
人
材

　

の
育
成
に
努
め
る
。

　
　

ま
た
、
身
近
な
圏
域
で
は
住
民
が
主
体
的
に

　

地
域
課
題
を
把
握
し
て
解
決
を
試
み
る
体
制
づ
く

　

り
と
し
て
、
地
域
主
導
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
が

　

立
ち
上
が
る
場
面
が
あ
れ
ば
、
町
と
し
て
具
体
的

　

な
支
援
の
検
討
を
し
て
い
く
。

教育長

　
　
　

本
年
６
月
、
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正

　
　
　

す
る
法
律
案
が
成
立
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
て
以
下
を
伺
う
。

①
法
改
正
に
よ
り
本
町
の
包
括
的
な
支
援
体
制
が

　

今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

　
　
　

⑥
来
年
、
新
庁
舎
が
で
き
て
保
健
福
祉
会
館

　
　
　

か
ら
福
祉
医
療
課
が
移
動
し
た
後
の
福
祉

会
館
の
活
用
の
仕
方
に
つ
い
て
、
現
在
入
っ
て

い
る
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
発
展
的
に
検
討

さ
れ
て
は
ど
う
か
。

　

例
え
ば
、
八
号
振
興
会
館
を
含
め
た
福
祉
会

館
周
辺
の
町
有
地
は
か
な
り
の
広
さ
に
な
る
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
福
祉
政
策
・
事
業
の
展
開
を

期
待
し
た
い
。

木村　聖子　議員

全
て
の
人
の
た
め
の
福
祉
施
策

「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

  

た
地
域
づ
く
り
」

問問
　
　
　

②
分
野
を
超
え
た
地
域
生
活
課
題
の
総
合

　
　
　

的
相
談
窓
口
及
び
連
絡
調
整
を
行
う
体

制
づ
く
り
、
例
え
ば
社
会
福
祉
協
議
会
、
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
相
談
支
援
事
業
所
あ
る
い
は

子
育
て
支
援
拠
点
、
そ
の
他
社
会
福
祉
法
人
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
。

　
　
　

③
地
域
住
民
の
地
域
福
祉
活
動
へ
の
参
加

　
　
　

促
進
の
た
め
に
は
環
境
整
備
が
必
要
と

思
う
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
と

本
町
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
。

問

問

町
長

答

町
長

答②
相
談
支
援
事
業
所
や
医
療
機
関
な
ど
と
の
関
係

　

機
関
と
連
携
し
て
い
る
が
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

　

窓
口
づ
く
り
は
最
も
大
切
な
最
初
の
入
り
口
と
な
る

　
の
で
、
利
用
し
や
す
く
、
気
軽
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

　

を
相
談
で
き
る
窓
口
体
制
づ
く
り
を
積
極
的
に

　

今
後
も
取
り
進
め
て
い
く
。

町
長

答問

町
長

答
④
今
後
の
本
町
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
検
討
の

　

中
で
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

　
　
　

⑤
昨
年
９
月
に
一
般
質
問
し
た
羊
蹄
山
麓

　
　
　

地
域
自
立
支
援
協
議
会
に
お
け
る
「
障

が
い
者
の
自
立
の
た
め
の
住
居
支
援
」
そ
の
後

の
経
過
に
つ
い
て
。

問

町
長

答

町
長

答
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医
療
機
関
が
一
般
診
療
を
行
い
な
が
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
す
る
こ
と
は
非
常
に
負

担
が
か
か
る
。
一
般
診
療
を
守
り
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
に
行
って
い
く
べ
き
な
の
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一に
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た

め
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
も
、
ま
た
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
か
か
ら
な
い
よ
う
に
感
染
予
防

の
働
き
か
け
を
今
ま
で
以
上
に
広
報
、
そ
の
他
で

さ
ら
な
る
徹
底
を
図
って
い
く
。

　

ま
た
、
国
か
ら
の
通
知
に
対
し
北
海
道
は
現
在

調
整
中
と
伺
って
い
る
。
今
後
の
北
海
道
の
動
向
が

明
ら
か
に
な
っ
た
段
階
で
、
町
か
ら
も
直
接
住
民
に

対
し
て
周
知
を
図
って
い
く
。

　

町
内
の
医
療
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
検
査
の
実
施

や
発
熱
者
の
診
療
に
つい
て
、
体
制
整
備
への
準
備
を

町長
冬場に備える新型コロナ対策

感染予防の働きかけをさらに徹底、

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
冬
場
に
流
行
す
る

　
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ま
た
風
邪
等
と
症

状
が
非
常
に
似
て
い
る
た
め
、
医
療
機
関
の
受

診
を
控
え
た
り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

住
民
が
体
調
を
崩
し
た
時
に
、
速
や
か
に
安

心
し
て
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
こ
と
が
重
要
。

　

９
月
５
日
の
報
道
で
は
「
来
月
イ
ン
フ
ル
同

時
流
行
に
備
え
、
保
健
所
を
通
さ
ず
病
院
相
談
」

と
い
う
見
出
し
の
記
事
が
載
っ
て
い
た
。

　

本
町
で
は
10
月
以
降
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
一
つ
の
方
法
と
し
て
発

熱
患
者
が
専
門
に
受
診
で
き
る
発
熱
外
来
を
設

置
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

地
域
医
療
の
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、
ま
た
、
住

民
の
安
心
し
た
暮
ら
し
の
た
め
に
早
急
な
対
応

が
必
要
。
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

観
光
政
策
に
つ
い
て

　
　
　

使
用
休
止
及
び
活
用
を
見
出
せ
な
い
施
設
、

　
　
　

空
き
地
が
あ
る
。
一
つ
に
八
幡
地
区
の

農
村
広
場
で
あ
り
、
現
在
は
ロ
ー
プ
等
で
囲
い

立
入
制
限
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
旧
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
跡
地
、
み
な
み
保
育
所
跡
地
も
放
置

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
倶
知
安
保
育
所
跡
地
は
、
現
在
倶
知

安
中
学
校
、
児
童
館
の
駐
車
場
に
使
用
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
管
理
さ
れ
て
い
る
状
態

で
は
な
い
。

　

旧
東
陵
中
学
校
は
、
一
般
解
放
な
ど
で
一
部

活
用
は
さ
れ
て
い
る
が
、
と
て
も
管
理
さ
れ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
。
整
備
・
管
理
が
さ
れ
な

い
状
況
が
多
く
の
有
用
資
源
を
廃
墟
、
ま
た
は

荒
廃
地
に
助
長
し
て
い
る
。

　

広
く
町
民
や
民
間
企
業
、
団
体
等
か
ら
ア
イ

デ
ア
を
募
り
、
協
力
を
得
て
管
理
す
る
こ
と
も

有
効
な
手
段
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
町

民
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
り
資

源
で
あ
る
。

検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
情
報
共
有
し
て
い

る
。
状
況
を
把
握
し
、
町
の
支
援
の
必
要
性
と
い

う
も
の
も
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
各
施
設
等
の
維
持
管

理
に
係
る
予
算
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
大
変

難
し
い
。
施
設
の
管
理
や
遊
休
地
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
民
間
企
業
や
団
体
等
と
の
連
携
は
こ
れ
か
ら

も
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

現
在
あ
る
資
産
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
民

間
の
ア
イ
デ
ア
や
提
案
を
い
た
だ
き
、
遊
休
施
設
等

の
活
用
を
決
定
し
て
い
き
た
い
。

古谷　眞司　議員

町
長

問

問答

関係機関の状況を把握し具体的に検討

遊
休
施
設
及
び
空
き
地
を
整
備
・

管
理
し
、
豊
か
な
生
活
環
境
へ

町
長

答
　

全
て
の
遊
休
施
設
等
に
お
い
て
、
十
分
に
管
理
で

き
て
い
る
状
態
に
は
な
い
。

　

八
幡
地
区
の
農
村
広
場
は
、
事
故
防
止
の
た
め

立
入
制
限
を
し
て
い
る
。
有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
と
し
て
の
視
点
・
観
点
か
ら
検
討
す

る
。

教
育
長

答

民間企業等の協力も得て管理することも有効な手段
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町長
命を守る新型コロナウイルス感染症対策について

具体的に迅速に対応していく

門田　淳　議員

　
　
　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の

　
　
　

受
入
れ
体
制
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
。

②
介
護
・
福
祉
施
設
の
現
場
へ
の
感
染
症
予
防

対
策
と
発
生
し
た
時
の
町
の
支
援
策
に
つ
い
て
。

問

町
長

答
　

具
体
的
な
と
こ
ろ
で
の
情
報
提
供
と
い
う
の
を
町

民
に
対
し
て
伝
達
で
き
る
よ
う
な
形
に
し
て
い
く
。

町
長

答
①
秋
冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
に
よ
る
受

　

診
希
望
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
国
か
ら

　

相
談
・
受
診
・
検
査
の
流
れ
を
変
更
し
て
身
近
な

　

医
療
機
関
で
の
受
診
を
可
能
に
す
る
と
の
方
針
が

　

示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

こ
の
こ
と
に
つい
て
地
域
の
医
療
機
関
と
の
調
整

　

が
必
要
で
あ
り
、
現
在
、
北
海
道
が
方
向
性
に

　
つい
て
調
整
中
と
伺
って
お
り
、
町
と
し
て
も
情
報

　

収
集
に
努
め
て
い
く
。
感
染
の
予
防
と
拡
大
防
止

　

に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
つい
て
は
、
引
き
続
き

　

啓
発
し
て
い
く
。

②
町
内
の
二
つ
の
介
護
施
設
に
お
い
て
も
面
会
の
謝
絶

　

や
一般
者
への
立
入
り
の
制
限
な
ど
を
徹
底
し
て

　

予
防
対
策
を
行
って
い
る
。
万
が一発
生
し
た
場
合

　

に
は
、
当
該
施
設
に
お
い
て
保
健
所
の
指
示
に
従

　

う
と
と
も
に
、
協
力
医
療
機
関
に
も
相
談
し
、

　

町
に
お
い
て
は
施
設
への
情
報
の
伝
達
や
北
海
道

　
への
施
設
情
報
等
の
提
供
を
行
う
。

　
　

町
の
支
援
に
つい
て
は
、
国
や
北
海
道
で
も
対

　

応
で
き
な
い
部
分
に
は
し
っ
か
り
と
相
談
、
あ
る

　
い
は
支
援
と
い
う
も
の
を
具
体
的
に
迅
速
に
対
応

　

し
て
い
く
。

　
　
　
倶
知
安
町
で
感
染
者
が
出
て
し
ま
っ
た
時

　
　
　

の
人
権
を
守
る
た
め
の
啓
発
活
動
は
。

問

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問
　
　
　

①
昨
年
度
同
月
比
の
比
較
に
つ
い
て
。

　
　
　

②
寄
附
者
の
分
析
に
つ
い
て
。

③
今
後
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

④
町
長
に
一
任
さ
れ
た
寄
附
金
の
使
い
道
に
つ

　

い
て
。町

長

答①
約
１
７
０
０
万
円
の
減
。
昨
年
度
の
７
割
程
度
に

　

と
ど
ま
って
い
る
状
況
。
今
後
こ
の
比
率
で
年
度

　

末
ま
で
推
移
す
る
と
令
和
元
年
度
の
収
入
額
が

　

お
よ
そ
２
億
４
０
０
０
万
円
と
伸
び
て
い
た
の
で

　

８
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
。

②
テ
ィ
ッ
シ
ュや
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
関
連
の
商
品
が

　

上
位
10
位
ま
で
に
６
種
類
入
る
な
ど
人
気
が
集
中

　

し
て
い
る
ほ
か
、
１
回
の
寄
附
額
で
は
１
万
円
か
ら

　
２
万
円
未
満
が
全
体
の
87
％
を
占
め
る
と
い
う
結
果

　

に
な
って
い
る
。

③
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
し
て
自
治
体
と
し
て

　

の
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
き
た
い
。

④
冬
に
向
か
って
新
た
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

　

も
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
財
源
に
な
る
こ
と
も

　

視
野
に
入
れ
つつ
、
今
後
そ
の
使
途
に
つい
て
は

　

十
分
精
査
し
て
い
く
。
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町長
核のごみ問題　倶知安町長の考えは

地域環境に悪い影響の恐れがあり、「反対」

田中　義人　議員

　
　
　

調
査
応
募
の
根
底
に
は
過
疎
化
・
財
政
問
題

　
　
　

対
応
の
政
治
的
判
断
。

　

倶
知
安
町
は
ど
う
す
る
べ
き
と
考
え
る
か
。

問

町
長

答
　

近
隣
地
域
の
核
の
ご
み
問
題
は
農
業
・
観
光
に

お
い
て
悪
い
影
響
。
慎
重
な
対
応
を
願
っ
て
い
る
。

我
が
町
の
基
幹
産
業
を
活
性
化
し
所
得
を
向
上
さ

せ
、
人
口
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

町
長

答
　

当
町
の
非
課
税
地
籍
を
除
い
た
山
林
面
積
は

５
９
４
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
準
都
市
計
画
区
域
（
景

観
地
区
）
の
山
林
が
１
０
７
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
う

ち
６
２
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
法
人
所
有
。（
資
料
か

ら
、
外
国
法
人
・
個
人
に
よ
る
山
林
所
有
面
積
は

５
７
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
景
観
地
区
に
お
け
る
平
成
28

年
か
ら
開
発
行
為
許
可
を
得
た
面
積
は
21
件
で
68

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
う
ち
山
林
面
積
は
31
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

造
成
し
て
い
な
い
部
分
は
18
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
仮
の
話

に
な
る
が
、
未
造
成
18
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
評
価
額
は

15
億
３
８
０
０
万
円
、
課
税
可
能
額
は
４
３
０
万

円
か
ら
１
８
２
０
万
円
と
推
計
。

　

造
成
地
に
つ
い
て
は
既
に
宅
地
並
み
課
税
を
行
っ

て
お
り
、
評
価
替
え
、
負
担
調
整
以
外
で
の
増
収

は
見
込
め
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
　
　

プ
ー
ル
の
利
用
実
態
、
施
設
の
現
状
と
問
題

　
　
　

点
、
改
修
費
用
な
ど
を
教
育
長
に
、
プ
ー

ル
の
必
要
性
の
認
識
と
財
政
措
置
の
方
法
を
町

長
へ
伺
う
。

　

６
月
４
日
か
ら
９
月
23
日
ま
で
の
１
０
５
日
間
で

９
６
６
０
名
の
利
用
。
鉄
骨
の
錆
や
腐
食
な
ど
建

物
の
劣
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
安
全
管
理
を
第
一に

維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

町
長

答
　

小
中
学
校
の
水
泳
授
業
が
必
須
で
あ
り
、
幅
広

い
層
へ
の
健
康
づ
く
り
の
場
な
ど
と
し
て
、
必
要
性

は
十
分
認
識
し
て
い
る
。
施
設
の
診
断
調
査
を
実

施
し
て
民
間
事
業
者
と
の
連
携
も
含
め
方
向
性
を

協
議
し
た
い
。

問
　
　
　

計
画
で
は
施
設
更
新
の
優
先
順
位
が
示
さ

　
　
　

れ
て
お
ら
ず
、
公
共
施
設
等
適
正
管
理

推
進
事
業
債
（
以
下
、
公
適
債
）
の
活
用
方
針

に
疑
問
。
旧
東
陵
中
学
校
の
解
体
、
築
50
年
超

の
絵
本
館
・
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
の
扱
い
、
新

役
場
庁
舎
完
成
後
の
保
健
福
祉
会
館
の
利
用
方

針
な
ど
町
長
に
伺
う
。

町
長

答
　

公
共
施
設
の
更
新
、
集
約
化
、
複
合
化
、
転
用

な
ど
公
適
債
の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
（
交
付
税

措
置
３
割
）。
解
体
の
為
の
除
却
債
（
交
付
税
措

置
な
し
、
現
在
の
活
用
期
限
は
来
年
度
ま
で
）
を

使
う
の
で
あ
れ
ば
、
絵
本
館
・
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

が一番
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

絵
本
館
は
来
年
度
中
に
現
在
の
保
健
福
祉
会
館
へ

（
床
の
補
強
な
ど
を
行
っ
て
）
移
転
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
き
た
い
と
思
って
い
る
。

営
林
目
的
外
の
山
林
へ
宅
地
並
み

課
税
の
検
討
を

　
　
　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
、
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア

　
　
　

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
為
に
財
源
確
保

が
必
要
。
造
成
を
行
え
ば
す
ぐ
に
宅
地
と
な
る

よ
う
な
、
林
業
を
目
的
と
し
な
い
山
林
の
所
有

は
別
荘
建
設
を
目
的
と
み
な
し
、
宅
地
並
み
の

課
税
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

該
当
す
る
で
あ
ろ
う
山
林
の
面
積
、
そ
の
内

既
に
開
発
許
可
を
得
て
い
る
面
積
、
そ
れ
ぞ
れ

課
税
し
た
場
合
の
税
収
見
込
み
額
を
伺
う
。

問

公
共
施
設
（
プ
ー
ル
・
旧
東
陵
中

学
校
・
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
・
保

健
福
祉
会
館
な
ど
）
に
つ
い
て

教
育
長

答

外国法人・個人所有の道内山林面積一覧
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教
育
長

　

実
施
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
質
問
で
あ
る
が
、

住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
必
要
な
手

続
き
と
し
て
、
住
居
表
示
に
関
す
る
条
例
、
施
行

規
則
、
そ
し
て
住
居
表
示
審
議
会
条
例
の
制
定
と

い
う
も
の
が
最
初
に
必
要
に
な
って
い
く
。

　

そ
し
て
次
に
、
法
定
の
審
議
会
で
の
現
地
調
査

や
実
施
区
域
の
検
討
、
更
に
実
施
区
域
及
び
表
示

方
法
の
決
定
、
そ
し
て
最
後
に
字
名
の
変
更
の
手

続
き
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
期
間
と
い
う
の
は
最
短
で
も

約
１
年
程
度
。
法
的
な
手
続
き
終
了
後
は
１
番
目

に
住
民
へ
の
お
知
ら
せ
、
２
番
目
に
住
居
表
示
実

施
決
定
に
つ
い
て
の
住
民
説
明
、
さ
ら
に
区
域
内
居

住
者
への
示
し
と
な
る
。
こ
れ
ら
に
約
６
カ
月
程
度

必
要
と
な
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
実
施
ま
で
に
は
最
短
で
も
約

１
年
半
程
度
の
期
間
を
要
す
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　

手
続
き
期
限
の
有
無
及
び
費
用
の
有
償
対
象
の

住所変更に伴う、変更手続きの期限や費用の有償は
本件については、長年にわたる懸案事項としていた

　

倶
知
安
町
の
通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て
は
、
倶
知

安
町
通
学
路
安
全
推
進
会
議
を
設
置
し
、
通
学
路

の
安
全
確
保
に
関
す
る
取
り
組
み
方
針
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
り
執
り
行
っ
て
い
る
。
枝
道
の
標
識
の
必
要

性
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る
。
８
月
の
合
同
点
検

の
際
に
も
各
関
係
部
署
と
協
議
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
。

　

枝
道
は
10
カ
所
程
度
あ
る
が
、こ
こ
か
ら
は
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
標
識
の
設
置

に
つ
い
て
是
非
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、
各
関
係
部

署
と
相
談
し
取
り
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
の

で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

有
無
に
つ
い
て
、
個
人
に
関
す
る
手
続
き
に
つ
い
て

は
特
に
期
限
は
な
い
が
、
会
社
に
関
す
る
手
続
き

期
限
は一つ
あ
る
。
法
人
の
本
店
・
支
店
及
び
代
表

者
な
ど
の
住
所
変
更
登
記
の
手
続
き
が
あ
り
、
会

社
法
に
よ
り
本
店
は
２
週
間
以
内
。
ま
た
、
支
店

に
つい
て
は
３
週
間
以
内
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

手
続
き
費
用
の
有
償
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
既

に
実
施
し
て
い
る
自
治
体
に
確
認
を
し
た
中
で
は
、

特
段
有
償
と
な
る
手
続
き
に
つ
い
て
は
お
聞
き
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

　
　
　

本
年
８
月
、
山
田
・
樺
山
地
区
の
住
民
を

　
　
　

対
象
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
が
送
付
さ

れ
た
。
そ
の
内
容
は
同
地
区
の
住
居
表
示
に
関

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

住
居
表
示
実
施
に
は
幾
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
と
考
え
、
以
下
の
点
を
町
長
に
伺
う
。

　

住
所
変
更
に
伴
う
住
民
の
諸
手
続
き
の
中
で
、

変
更
手
続
き
の
期
限
、
費
用
の
有
償
の
対
象
に

な
る
手
続
き
の
有
無
。

町長

町
長

　
　
　

幾
つ
か
あ
る
通
学
路
の
中
で
、
基
線
通
り

　
　
　

か
ら
高
校
ま
で
の
区
間
は
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
、
通
行
規
制
が
あ
り
、

要
所
要
所
に
そ
の
標
識
も
立
っ
て
い
る
が
枝
道

か
ら
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
対
象
道
路
に
進
入
す
る

場
合
に
は
、
そ
の
入
り
口
に
標
識
は
無
い
こ
と

か
ら
次
の
点
を
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

　

現
在
、
標
識
の
必
要
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

佐藤　英俊　議員

問答

問

答

本
町
の
住
居
表
示
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

（
通
学
路
）
の
標
識

に
つ
い
て

スクールゾーン標識（通称 高校通り）

町民に対する住所変更に伴う負担は
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教
育
長

『住民投票制度 ( 条例 )』研究・検討の価値はあるか
住民自治を実現する上で重要な制度、今後も研究したい

笠原　啓仁　議員

町長

　
　
　

自
治
体
の
将
来
を
左
右
す
る
よ
う
な
大
き

　
　
　

な
問
題
に
つ
い
て
、
「
住
民
投
票
」
な
ど
を

通
し
て
そ
の
是
非
を
判
断
す
る
と
い
う
事
例
が

全
国
的
に
増
え
て
い
る
。

　

そ
の
時
々
の
首
長
の
独
断
や
思
い
つ
き
で
町

の
将
来
を
決
め
ら
れ
て
は
住
民
は
た
ま
ら
な
い
。

「
重
大
な
問
題
は
住
民
自
身
が
決
め
る
」
と
い
う

制
度
が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
首
長
に
な
っ
た

と
し
て
も
「
住
民
意
思
・
住
民
本
位
」
は
尊
重

さ
れ
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
民
主
的
な
町
政
運
営
を
補

完
す
る
制
度
と
し
て
「
町
民
投
票
制
度
（
条
例
）
」

（
常
設
型
）
を
研
究
・
検
討
す
る
価
値
は
あ
る
と

思
う
。
「
町
民
本
位
の
町
政
」
を
標
榜
す
る
町
長

の
同
制
度
に
対
す
る
認
識
は
。

問

問

町
長

答
　

常
設
型
の
住
民
投
票
に
つ
い
て
は
、
予
め
の
要
件

を
満
た
せ
ば
投
票
実
施
の
可
能
性
が
高
く
な
り
、

住
民
の
町
政
への
参
加
意
識
も
高
ま
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
一方
で
、
対
象
事
項
・
投
票
資
格
者
・
投
票
結
果

の
拘
束
力
な
ど
慎
重
に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
町

に
と
っ
て
重
要
度
が
高
く
、
住
民
の
関
心
が
高
い
事

案
が
具
体
的
に
生
じ
た
場
合
に
は
意
思
決
定
、
住

民
自
治
を
実
現
す
る
上
で
住
民
投
票
制
度
は
重
要

な
制
度
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
も
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

『
公
契
約
条
例
』

制
定
で
地
域
経
済
の
好
循
環
を

　
　
　

国
や
地
方
自
治
体
の
厳
し
い
財
政
状
況
が

　
　
　

「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
現
象
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
法

と
し
て
「
公
契
約
条
例
」
の
制
定
が
全
国
の
自

治
体
で
徐
々
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
「
公
契
約
条

例
」
は
本
町
の
経
済
を
間
違
い
な
く
好
循
環
さ

せ
る
。

　

重
要
政
策
と
し
て
制
定
に
向
け
た
研
究
・
検

討
を
開
始
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長

答
　
「
公
契
約
条
例
」
に
関
す
る
笠
原
議
員
の
前
回

の
質
問
以
降
、
本
町
と
し
て
次
の
よ
う
な
新
た
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
測
量
や
建
物
の
清
掃
・

警
備
な
ど
の
委
託
業
務
と
維
持
な
ど
の
特
定
の
工

事
以
外
の
入
札
工
事
に
つ
い
て
、
最
低
制
限
価
格
の

設
定
を
導
入
し
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の
防
止
と
下
請

け
への
し
わ
寄
せ
や
労
働
条
件
の
悪
化
等
の
問
題
を

回
避
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
工
事
等
の
設
計
に
お
い
て
は
、
北
海
道

の
最
新
の
労
務
単
価
を
使
用
し
て
設
計
を
行
う
ほ

か
、
必
要
な
時
に
は
協
議
に
よ
り
適
切
な
設
計
変

更
を
行
う
な
ど
、
受
注
者
が
適
正
な
利
益
の
確
保

が
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
国
の
方
向
性
や
北
海
道
・
道
内
市

町
村
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
今
後
も
公

契
約
条
例
の
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

『
土
曜
保
育
の
次
善
策
』

今
ど
の
よ
う
な
状
況
か

町
長

答

　

先
般
、
町
の
担
当
課
と
３
園
で
令
和
３
年
度
に

係
る
土
曜
保
育
を
含
め
た
保
育
実
施
状
況
に
つ
い

て
協
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
年
度
は
町
内
全
て

の
３
歳
児
（
現
在
２
歳
児
）
に
つ
い
て
は
、
３
園
に

お
い
て
平
日
の
月
曜
か
ら
金
曜
日
を
幼
児
教
育
に

係
る
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　

現
在
、
ぬ
く
ぬ
く
の
入
所
児
童
２
歳
児
に
つ
い
て

は
全
児
童
に
つ
い
て
転
園
す
る
こ
と
と
し
た
。
藤
・

め
ぐ
み
に
通
園
す
る
児
童
に
つ
い
て
土
曜
日
の
保
育

に
欠
け
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
臨
時
的
に
ぬ
く

ぬ
く
で
対
応
す
る
こ
と
で
３
園
と
の
協
議
・
調
整
を

行
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
ぬ
く
ぬ
く
で
の
土
曜
保
育
は
臨
時
的
な

対
応
で
あ
り
恒
久
的
な
措
置
で
な
い
た
め
、
引
き

続
き
、
藤
・
め
ぐ
み
に
つ
い
て
は
土
曜
保
育
の
実
施

に
向
け
保
育
士
を
確
保
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
。

今
後
と
も
、
全
て
の
児
童
が
質
の
高
い
幼
児
教
育

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

『
町
営
プ
ー
ル
の
運
営
』

方
針
決
定
を
早
急
に

町
長

答
　

専
門
業
者
に
よ
る
詳
し
い
調
査
を
実
施
す
る
。

そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
修
繕
・
建
て
替
え
等

の
判
断
を
行
い
、
方
向
性
を
定
め
る
。

答
　

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
修
繕
・
建
て
替
え
等
の

判
断
、
さ
ら
に
は
財
政
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
、
今

後
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

土
曜
保
育
の
「
次
善
策
」
実
施
に
向
け
た

　
　
　

現
在
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
は
。

問

問

　
　
　

老
朽
化
が
激
し
い
町
営
プ
ー
ル
の
運
営
方

　
　
　

針
を
早
急
に
決
め
る
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。
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こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
時
期
を
迎
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
み
え
な
い
状

況
で
町
と
し
て
の
心
構
え
は
重
要
。

１
．Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つい
て
は
定
期
的
に
や
ら
な
け
れ
ば

　

意
味
が
な
い
こ
と
だ
が
、
山
麓
の
町
村
長
の
中
で
も

　

話
題
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
保
健
所
や
厚
生
病
院

　

と
も
情
報
共
有
し
な
が
ら
今
後
ど
う
いっ
た
形
で

　

出
来
る
の
か
検
討
し
た
い
。

①
経
済
面
で
観
光
・
飲
食
を
は
じ
め
各
種
産
業
や

　

雇
用
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
国
・
道

　

の
情
報
を
収
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

②
情
報
の
収
集
・
分
析
に
基
づ
い
て
対
策
に
つ
な
げ

　

て
い
き
た
い
。

③
に
つい
て
は
、
①
・
②
を
踏
ま
え
対
策
を
検
討
し

　

実
施
す
る
と
こ
ろ
。

④
感
染
予
防
や
対
策
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

３
．
状
況
把
握
を
常
に
行
い
、
連
携
を
も
って
支
援

　

の
必
要
性
を
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

４
．
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
情
報
収
集
し
対
応
策

　

を
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町長
新型コロナウイルス感染症のさらなる対策が必要

医療機関とも情報共有し、さらに検討したい

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
さ
ら
な

　
　
　

る
拡
大
に
備
え
る
た
め
に
伺
う
。

１
．
住
民
の
社
会
的
安
心
の
た
め
、
役
場
な
ど
窓
口

　

業
務
の
職
員
・
接
客
業
・
教
職
員
・
介
護
施
設
・

　

保
育
所
の
職
員
な
ど
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大
が

　

必
要
で
は
。

２
．
感
染
症
の
被
害
は
自
然
災
害
と
考
え
、
次
の

　

取
り
組
み
を
。

①
被
害
実
態
の
把
握
。

②
被
害
原
因
の
解
明
。

③
被
害
者
の
ケ
ア
・
補
償
と
生
活
・
経
営
の
維
持
・

　

再
建
。

④
災
害
に
対
す
る
備
え
と
予
防
。

３
．
医
療
機
関
へ
の
援
助
。

４
．
国
の
負
担
。

　

本
町
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
対
策
が
必
要
で
は
。

　
　
　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
関
し
政
府
は

　
　
　

２
０
２
０
年
３
月
に
「
新
た
な
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

①
食
料
自
給
率
を
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
45
％
に

　

向
上
（
現
在
は
40
％
以
下
）
。

②
農
産
物
の
輸
出
を
５
兆
円
に
。

　

こ
れ
で
我
が
町
の
農
業
は
発
展
す
る
の
か
。

農
業
の
振
興
に
は
家
族
経
営
の
農
業
の
支
援
が

必
要
と
思
う
が
町
長
の
見
解
は
。

　

策
定
さ
れ
た
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
は

幅
広
く
生
産
強
化
を
行
って
い
く
た
め
の
指
針
が
示

さ
れ
た
も
の
。
本
町
に
お
け
る
具
体
策
と
し
て
は

現
在
、
新
規
就
農
に
対
す
る
国
の
支
援
を
受
け
て

担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
方
も
い
る
と
こ
ろ
。

加
え
て
、町
独
自
の
事
業
と
し
て
新
規
就
農
サ
ポ
ー

ト
事
業
、
独
立
就
農
支
援
事
業
、
農
業
後
継
者

修
学
奨
学
金
の
３
つ
の
事
業
を
引
き
続
き
実
施
。

　

ま
た
、
こ
れ
以
外
の
農
業
振
興
施
策
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
取
り
組
む
。
美
し
い
農
村
景
観
は
観
光

に
も
寄
与
し
て
お
り
、
地
域
の
特
性
・
強
み
を
生

か
し
た
他
の
地
域
に
な
い
農
業
戦
略
と
し
て
位
置

付
け
て
い
き
た
い
。

少
人
数
学
級
の
有
効
性
を
深
堀
り
し
た
い
と
述

べ
た
。
我
が
町
の
考
え
は
。

少
人
数
学
級
の
推
進
に
つ
い
て
の
考
え

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
受
け
て
学
校
生

活
の
中
で
の
感
染
、
拡
大
の
リ
ス
ク
を
低
減
し
た
学

校
運
営
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
長
期
的
に
求
め

ら
れ
る
。
一
人
ひ
と
り
の
間
隔
は
２
メ
ー
ト
ル
空
け

る
の
が
理
想
で
あ
る
が
、
教
室
・
教
員
数
の
関
係

も
あ
り
、
レ
ベル
１
の
基
準
の
１
メ
ー
ト
ル
間
隔
と
し

て
い
る
。
本
町
と
し
て
は
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、

よ
り
良
い
教
育
環
境
の
維
持
向
上
に
努
め
て
い
く
。

原田　芳男　議員

町
長

問

問答

教
育
長

答

農
業
振
興
と
農
政

「
基
本
計
画
」
に
つ
い
て

問

町
長

答
　
　
　

国
会
で
文
部
科
学
大
臣
は
新
型
コ
ロ
ナ

　
　
　

ウ
イ
ル
ス
後
の
学
校
の
在
り
方
に
つ
い

て
現
在
の
教
室
に
40
人
が
入
る
環
境
が
い
い
の
か
、

寿
都
の

「
核
の
ご
み
処
分
場
の
文
献

調
査
問
題
」
に
つ
い
て

　
　
　

８
月
12
日
に
寿
都
町
が
核
の
ご
み
受
け

　
　
　

入
れ
の
入
り
口
「
文
献
調
査
」
に
応
募

し
た
こ
と
を
受
け
、
町
長
は
反
対
の
立
場
を
表

明
し
た
。
こ
の
問
題
の
根
本
は
原
発
の
存
在
に

あ
る
。
核
の
ご
み
処
分
場
に
反
対
す
る
か
ら
に

は
原
発
そ
の
も
の
を
無
く
す
立
場
を
明
確
に
す

べ
き
。
そ
の
こ
と
が
住
民
の
暮
ら
し
や
農
業
・

観
光
な
ど
を
守
る
こ
と
に
な
る
。
町
長
の
考
え
は
。

問

町
長

答
　

本
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
、
国
内
外
か

ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
国
際
観
光
リ
ゾ
ー
ト

地
。
近
隣
地
域
で
の「
核
の
ご
み
」の
話
題
は
観
光・

農
業
に
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
。

寿
都
町
に
は
慎
重
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
原
子
炉
の
再
稼
働
の
問
題
も
含
め
正
面

か
ら
向
き
合
って
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
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■ 厚生病院の改築整備について

　9月1日の委員会では、倶知安厚生病院の改築整備
について、2021年1月「基本設計」完了、5月「精神
病棟」改修工事開始（6カ月）、2022年4月造成工事
及び建築工事（21カ月）、2024年4月新施設オープ
ン、5月旧施設（「西棟」「東棟」「中央棟」）解体
工事（11カ月）、2025年8月事業終了までの約5年
間にわたる改築整備スケジュールが示されました。
　また、10月21日の委員会では、改築にかかわる概
算整備費用28.2億円について、各年度の負担額につ
いて道厚生連に提示を求めている、本年12月までに
負担割合・額等を決定し、整備費用の自治体負担に
かかる協議会の設立総会を開催する予定との報告が
ありました。

１．所管事項
　庶務／税財政／防災／財産及び施設／職員の給与
　／出納等／町議会／その他総務課、総合政策課、
　及び税務課に関すること／他の常任委員会に属さ
　ないこと

２．委員構成（５名）
　委員長　田中　義人　　副委員長　笠原　啓仁
　委　員　古谷　眞司　　委　　員　波方　真如
　委　員　鈴木　保昭

総務常任委員会

常任委員会報告

■ 財産管理について

　公共施設の管理運営について、財産管理の観点か
ら絵本館・世代交流センター、役場分庁舎、旧東陵
中学校の視察を行いました。
　絵本館は役場新庁舎完成後、保健福祉会館に移動
予定と説明されており、移動時期や進捗状況を確認
し、築50年を超える世代交流センターの現状を確認
しました。世代交流センターは多くの町民の皆さん
が利用していますが、旧体育館は床が波打ち、手洗
い場も使えない状況で、安全管理の観点から問題あ
りとの意見が出されました。
　役場分庁舎は現在、建設課が利用し新庁舎完成後
は防災品の備蓄倉庫として利用予定。広い空間が少
なく、災害時の迅速な運び出しを憂慮する意見が出
されています。
　旧東陵中学校は改修費用が高額になり、効率的な
利用が見込めないとして解体が予定されています。
今回は特に体育館の現状を確認し、電気・トイレ・
暖房設備・一部水道配管の改修を行えば、世代交流
センターよりも安全な形で十分活用できると確認さ
れました。
　併せて、備蓄されている防災用品・非常食などを
確認し、備蓄量や緊急時にすぐ使用できる状態にな
っていなかったことなどを確認。是正を求めると共
に旧校舎が重要な防災拠点であることも確認しました。

１．所管事項
　民生安定／保健衛生／墓地等／学校教育及び社会
　教育／その他住民環境課及び福祉医療課の所管に
　関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　小川　不朽　　副委員長　坂井　美穂
　委　員　冨田　竜海　　委　　員　森下　義照
　委　員　作井　繁樹

厚生文教常任委員会

■ 倶知安町議会BCP（業務継続計画）について

　倶知安町議会でも、災害発生時の対応マニュアルと
して、業務継続計画策定を進めています。

改築費で概算整備費用28.2億円が必要となる

■ 倶知安町避難所設置・運営マニュアルについて
　総務課危機管理室では、地域防災計画を策定し、
災害発生時の対応マニュアルの一つとして避難所開
設・運営についても策定を進めています。平時から
の準備、災害時における行政機関・町民との連携な
どを示すもので、今年度中の提案を目途としている。
　委員会では所管事務調査として避難所や防災備蓄
品など町内視察を行うとともに、町内会などとの連
携を促しています。
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経済建設常任委員会

１．所管事項
　農業／商工業／林業（町有林を除く）／畜産業／
　観光／土木／建築／都市計画／その他農林課、観
　光課、まちづくり新幹線課、建設課及び水道課の
　所管に関すること

２．委員構成（５名）

　委員長　木村　聖子　　副委員長　門田　　淳
　委　員　森　　禎樹　　委　　員　原田　芳男
　委　員　佐藤　英俊

■ 観光課所管事項

① ひらふスキー場第1駐車場の再整備方針

これまでの経緯
　平成30年度末までに有識者会議で議論され、昨年
度は観光振興計画及び観光地マスタープラン検討委
員会においても、ひらふスキー場の第1駐車場の課題
は、利用状況の変化により狭隘化が進み、利用者の
安全確保が難しくなり、再整備が急務とされています。

　町は整備費用軽減のため、直営による整備のみで
なく、民間の活力を生かすPPP/PFI手法を想定する
必要があることから、来年度に整備手法検討のため
の調査を行う予定と報告がありました。

■ まちづくり新幹線課所管事項

① 新幹線倶知安駅駅舎デザインコンセプト検討委員会

　・第1回 8月24日 開催　
　・町民アンケートを9月上旬に実施 ※
　・第2回 11月4日 開催
　　町民アンケートの結果報告、駅舎デザインコンセプト
　　原案の検討、駅舎施設配置図原案、駅前広場施設
　　配置図原案の検討
　・第3回 令和3年1月中旬 開催予定
　　駅舎デザインコンセプト案、駅舎施設配置図案、
　　駅前広場施設配置図案の最終検討

　　上記を踏まえ、駅舎デザインコンセプトの要望書
　　を作成する予定。

※ 町民アンケート：町内在住の15歳以上2,000名
　　　　　　　 　（うち外国籍住民121名）
　 回答率34.1％／回答数681通（うち外国籍住民18通）

■ 水道課所管事項

① 水道ビジョン及び経営戦略の進捗状況

　今年度末の策定完了に向けて経過報告が10月27日
に行われました。今後の増量工事費用に対しての具
体的施策は今後の報告となります。

② 町内視察（8月31日）

　水道課担当の立会いの下、新中区配水池の現況確
認を行いました。

■ 総合体育館メインアリーナ照明改修工事

　10月14日の委員会では、メインアリーナ照明改修
工事請負契約の締結について説明を受けました。指
名競争入札の結果落札、契約金額5,098万円とする
ものです。（第6回 臨時議会で可決されました。）
　委員会では、施設利用者が困らぬように、工事に
伴う開放中止期間の短縮や代替施設の必要性を求め
ました。
　続く10月21日の委員会では、メインアリーナ開放
中止期間について、工事方法の工夫等により大幅に
短縮できるとの説明がありました。再度、代替施設
の必要性を求めました。

委員会開催は下記のとおり（令和２年８月から１０月まで）

　８月７日、３１日、１０月１２日、２７日

　本委員会は月２回を定例開催とし、必要に応じて
随時開催し調査をしています。

■ 来年度の土曜保育の状況

　10月21日の委員会では、
・11月2日から新年度の入所受付を開始する。

・11月中に精査を行い、めぐみ・藤の2園を希望する
　保護者で、土曜日について保育に欠けている児童に
　ついては、ぬくぬく保育所で保育を実施する予定。

・ぬくぬくでの土曜日保育の実施にあたり、両園から
　の申し送り、注意事項の詳細については、今後さら
　に具体的な協議を進めること。
　
　などの説明を受けました。

■ 陳情審査

陳情第6号「ひらふ地区上水道増設工事を凍結し、持続
　　　　　 可能な観光を求める陳情書」

　上記の陳情書が第3回（9月）定例会にて本委員会
へ付託されました。本委員会としては10月27日に陳
情者から内容詳細を聴取した上、陳情趣旨の審査を
行っています。第4回（12月）定例会にて審査報告
書を提出するべく進めています。
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　本特別委員会の主な活動として、令和2年10月
15日に倶知安駐屯地の拡充を求める要望書提出の
ため、北部方面総監部及び北海道防衛局への表敬
を行いました。
　また、11月20日には東京都におきまして倶知安
駐屯地の拡充を求める中央要望を行いました。

　本委員会では今後も倶知安駐屯地の拡充に向
けて活動を進めていきます。

　自衛隊駐屯地特別委員会

　議会に関する特別委員会

　本特別委員会では主に次年度以降のペーパー
レス化に向けて議論を進めております。
　実際に端末を用いたデモも行い、議会として
まずは委員会単位でどのような運用が出来るの
かを議論をしていきます。

　今般のコロナ禍を踏まえ、感染防止の観点か
らオンラインでの委員会の開催も取り入れ、引
き続き今後の他の委員会における効果的な運用
についても検討を進めていきます。

特別委員会報告

北海道防衛局へ表敬

北部方面総監へ表敬拡充を求める要望書の手交

リモートにてペーパーレスシステムの検証（令和2年11月10日）
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役場新庁舎の内覧を行ってきました！（令和2年9月17日時点）

　「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
浸
透
さ
れ
て
き
た
現
在
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
の
兆
し
が
み
ら
れ
な
い
日
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
き
ま
し
て
も
規
模
を
縮

小
し
て
開
催
す
る
な
ど
、
主
催
者
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
取
り

組
み
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
に
お
い
て
は
、
道
内
に

お
け
る
公
務
に
つ
い
て
も
書
面
で
の
開
催
や
規
模
を
縮
小
し

た
会
議
等
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
感
染
予
防
に
留
意
し
な
が

ら
定
例
会
や
臨
時
会
を
は
じ
め
、
各
種
委
員
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
委
員
会
単
位
で
は
あ
り
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン

委
員
会
を
試
み
る
な
ど
、
現
状
に
合
わ
せ
た
対
応
も
少
し
ず

つ
取
り
組
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、本
町
の
経
済
対
策
と
し
て
「
地
元
の
お
店
応
援
ク
ー

ポ
ン
券
」
が
各
ご
家
庭
に
配
布
さ
れ
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
本
町
の
飲
食
店
街
に
も
人
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
引
き
続
き
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、

く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
留
意
し
、
明
る
く
暮
ら
せ
る
生
活
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

議 ら

　第3回定例会最終日（9月17日）に施工業者立会いのもと、議員を対象とした新役場庁舎の内覧
が行われました。新庁舎より福祉医療課が1階に配置されることに伴い、会議室や談話室が現庁舎
よりも多数設けられております。町民に開かれたスペースとしては、じゃがりん号の待合所の機能
を持たせた正面ロビー、3階の展望台スペースといったものがあります。
　なお、内装工事中ではありましたが議場内の確認も行いました。次回の定例会終了後にも新庁舎
の内覧をすることとなっているので、次号にも新庁舎の内部をご紹介する予定です。

長 室 か
こ ん に ち は

議長　盛多　勝美

新役場庁舎1階ロビーのイメージ（左）と現在の工事状況（右）
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議会は倶知安町役場庁舎3階の階の議場にて行われています。（定例会は3月・6月・9月・12月の年4回）

議会を傍聴する際には、受付票に氏名等を記入して投函してから傍聴席へお入り下さい。

なお、傍聴の際にお子さまをお連れの方は事前に議会事務局までご連絡をお願いします。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴の際にはマスクの着用にご協力お願いします。

第4 回定例会は 1 2 月 7日（月）から開会の予定です。

議会を傍聴してみませんか?

編 集 後 記

委員長 / 原田 芳男

デザインを通じて

世の中を明るくしたい

Q.倶知安に来たきっかけは？
A.一つ目は妻の出身地だったこと。二つ目は

何回か訪れた際に、新幹線開通など、今後の町として

活性化していくところに魅力を感じたことでした。 

Q.倶知安の印象は？

。たしまじ感とい良が人くかにと、てみでん住半年１.A

起業家の方も多く、たくさんの人に助けられています。

Q.現在のお仕事は？

A.広告系のデザインチラシを作ったり、企業の

プロモーションのお手伝いをさせて頂いて、東京に居た時も

同業種で14年ほど働いていました。現在は独立して、5名の

仲間と働かせて頂いてます。東京時のお客様についても、

場所が変わったとしても遠隔で対応出来るという自信も

ありました。ある本をきっかけで、都会から町に住んで

起業する際には町の集まりに絶対参加する！という姿勢を

心がけています。

そこで知り合った方は大切な仲間となってます。

Q.今後どのような町になって欲しいか？
この町に来る方に一言

A.倶知安に来たらこれ！と思えるスポット的なものが

欲しいです。冬季に比べ夏季に課題がある町と感じました。

高校卒業後の就職先の選択が多くなるように雇用する

企業（働き口）が多くなって欲しい。

私の仕事は企業が無いと成り立たない仕事なので、

もっと周りの企業が潤う町になって欲しいです。

私も倶知安に来る際には仕事が一番不安でした。

仕事があるのかと。

けど、周りの人が助けてくれたので、

迷っている方はどんどん移住してもらいたいです。

議会事務局（直通）：0 1 3 6 - 5 6 - 8 0 1 6

g i k a i @ t o w n . k u t c h a n . l g . j p

TEL

E-mail
連絡先

広告デザイン業

さん金塚　弘
かなづか ひろし

職業

38
歳

　今年一年コロナ騒動に振り回されました。１１月になってからさらなる感染者の増加が続いています。
新型コロナウイルスの拡大でイベントや旅行など町民の暮らしに大きな影響を与えています。一刻も早い
収束を願います。議会内での議論もコロナ問題が大きな課題となり、国のコロナ対策の交付金、暮らしや
営業への対策など補正予算も審議されてきました。
　今回の議会広報にはこれらの審議の状況や倶知安町の決算審査の状況が掲載されています。「臨場感の
あるわかりやすい議会広報」「読んでいただける議会広報」を目指します。
　このページのデザインについては「町民の広場」の金塚さんが制作して下さいました。広報委員を代表
して感謝致します。町民と一緒に作る議会広報の第一歩、さらなる研鑽に努めて参ります。
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